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IV 研究施設の活動状況 
【実験動物研究施設】 

１． 実験動物研究施設を利用する動物実験計画 
括弧内前年度 

医薬保健研究域医学系（基礎） 47 (38) 
医薬保健研究域医学系（臨床・病院） 174 (170) 
医薬保健研究域薬学系 21 (20) 
医薬保健研究域保健学系 25 (19) 
(医薬保)脳・肝インターフェースメディシン研究センター 10 (10) 
理工研究域 1 (1) 
がん進展制御研究所 26 (23) 
学際科学実験センター 16 (14) 
子どものこころの発達研究センター 4 (8) 
新学術創成研究機構 6 (5) 
      合計 330 (308) 

（承認全計画403件中の82%） 

２． 利用登録者 
２−１ 部局別登録者（施設の技術職員・外注職員を含まず） 

括弧内前年度 
 登録者人数 実入館者数 

医薬保健研究域医学系（基礎） 113 (106) 97 (85) 
医薬保健研究域医学系（臨床・病院） 293 (279) 217 (191) 
医薬保健研究域薬学系 91 (107) 59 (46) 
医薬保健研究域保健学系 37 (43) 25 (33) 
脳・肝インターフェースメディシン研究センター 20 (21) 18 (20) 
がん進展制御研究所 89 (99) 79 (88) 
学際科学実験センター 11 (12) 11 (11) 
子どものこころの発達研究センター 10 (9)  10 (9) 
理工研究域 2 (9) 2 (5) 
新学術創成研究機構 2 (0) 2 (0) 
その他（医学類基礎配属，実習生･研修生等） 38 (0) 22 (0) 
合計 706 (685) 542 (488) 
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２−２ 登録者内訳（施設の技術職員・外注職員を含まず） 

括弧内前年度 

 登録者人数 実入館者数 備考 
教員 198 (187) 140 (123)  
医員 86 (92) 68 (71)  
その他の研究者 54 (51) 49 (44) ポスドク，研究生等 
大学院生 164 (165) 139 (122)  
学部生 145 (136) 93 (77)  
技術職員等 59 (54) 53 (51) 技術職員，技術補佐員等 
合計 706 (685) 542 (488)  

３． 入館者数 
３−１ 部局別延べ入館者（平成 27 年 4 月～28 年 3 月） 

（施設の技術職員・外注職員を含まず） 
 宝町（本館） 角間分室 
医薬保健研究域医学系（基礎） 6,988 0 
医薬保健研究域医学系（臨床・病院） 10,508 0 
医薬保健研究域薬学系 1,964 944 
医薬保健研究域保健学系 977 0 
脳・肝インターフェースメディシン研究センター 2,086 0 
がん進展制御研究所 1,699 6,143 
学際科学実験センター 3,143 305 
子どものこころの発達研究センター 552 0 
理工研究域 289 1 

その他（実習・研修等） 2 0 

合計 28,504 7,393 
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３−２ 月別延べ入館者数（平成 27 年 4 月～28 年 3 月，括弧内：一日平均） 

（施設の技術職員・外注職員を含まず） 

 宝町本館 同左・前年度 角間分室 同左・前年度 
4月 2,167 (72) 2,306 (77) 617 (21) 835 (28) 
5月 2,479 (80) 2,199 (71) 556 (18) 748 (24) 
6月 2,613 (87) 2,285 (76) 612 (20) 847 (28) 
7月 2,504 (81) 2,557 (82) 634 (20) 789 (25) 
8月 2,422 (78) 2,375 (77) 614 (20) 670 (22) 
9月 2,379 (79) 2,225 (74) 664 (22) 615 (21) 

10月 2,444 (79) 2,433 (78) 606 (20) 670 (22) 
11月 2,613 (87) 2,167 (72) 597 (20) 655 (22) 
12月 2,436 (79) 2,246 (72) 568 (18) 629 (20) 

1月 2,076 (67) 2,231 (72) 580 (19) 589 (19) 
2月 2,045 (73) 2,445 (84) 662 (24) 580 (20) 
3月 2,326 (75) 2,441 (79) 683 (22) 613 (20) 

合計 28,504 (78) 27,910 (76) 7,393 (20) 8,240 (23) 
平日 24,033 (100) 23,546 (100) 6,370 (27) 7,065 (30) 
休日 4,471 (36) 4,364 (34) 1,023 (8) 1,175 (9) 

４． 施設利用講習開催・受講者数 
12 回開催（春期５回 115 名，臨時 7 回 211 名/一名重複） 合計 325 名受講 

（4 月 14・20・26 日，5 月14・23 日，6 月 16 日，7 月26 日，9 月1 日，10 月27 日，11 月 18 日， 
1 月 16 日，2 月20 日） 
角間分室利用案内：8 回開催計 46 名（4/16, 4/26, 9/1, 10/27, 12/22, 1/14, 1/16, 2/20） 

５． 受託サービス（胚操作関係） 
マウス受精卵の凍結保存：17 系統（前年度 7 系統） 

受精卵移植による感染マウスのクリーニング：2 系統（前年度 11 系統） 

体外受精によるマウスの作成：17 系統（前年度 4 系統） 

凍結受精卵からのマウス作成： 17 系統（前年度 6 系統） 

凍結精子からのマウス作成：15 系統（前年度 11 系統） 

精子凍結：22 系統（前年度 4 系統） 

６． 機器利用状況 
Ｘ線照射装置 120 回（前年度 177 回）， Ｘ線撮影装置 1 回（前年度 1 回） 
X 線 CT 装置 142 回（前年度 196 回） 
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７． 月別一日平均収容ケージ数 
 

 マウス マウス 
角間分室 ラット モルモット ウサギ イヌ ブタ サル ﾌｪﾚｯﾄ ｳｼｶﾞｴﾙ 

4 月 5,751 2,126 228 3 93 9 3 6 9 - 

 5 月 5,899 2,151 264 4 83 7 4 6 14 - 

6 月 6,067 2,137 263 3 76 8 4 6 8 - 

7 月 5,979 2,120 240 2 75 9 6 7 13 - 

8 月 6,037 2,104 246 2 68 12 5 9 12 - 

9 月 6,137 2,095 256 2 65 9 3 9 12 - 

10 月 6,296 2,173 270 2 64 5 5 8 9 - 

11 月 6,335 2,170 289 3 73 5 6 8 10 - 

12 月 6,300 2,172 268 2 75 5 4 8 11 - 

1 月 6,319 2,162 260 3 75 7 5 8 12 - 

2 月 6,252 2,152 262 3 73 8 5 8 11 - 

3 月 6,244 2,134 264 3 77 10 4 8 16 - 

年平均 6,134 2,141 259 3 75 8 5 8 11 - 

前年度 
年平均 6,114 2,002 259 3 86 5 4 3 9 - 

前年比 1.00 1.07 1.00 1.00 0.87 1.60 1.25 2.67 1.22 - 

最大収容
ケージ数 9,220 3,584 340 80 108 20 12 10 18 - 

年平均 
(最大月) 
収容率 

67%  
(69) 

60%  
(61) 

76% 
(85) 

4% 
(5) 

70% 
(86) 

40% 
(60) 

42% 
(50) 

80% 
(90) 

61% 
(89) - 

括弧内収容率は最大月平均収容率 

 ※個別ケージ飼育のウザギ・イヌ・ネコ・ブタ・サルは実飼育匹数より算定， 
両生類用水槽は専用１槽，魚類兼用２槽（ウシガエルの飼養許可数 100 匹）． 

※１ケージ当たり標準収容数：マウス(5)，ラット(3)，モルモット(4)． 
注）マウス最大収容数は，追加設置棚を含み，検疫室・Ｐ２動物室を含まず． 

ウサギ最大収容数は予備飼育用 24 ケージを含む． 
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８． 月別入舎匹数（購入・譲り受け） 
 

 マウス 
宝町 

マウス 
角間分室 ラット モルモット ウサギ イヌ ブタ サル ﾌｪﾚｯﾄ ｳｼｶﾞｴﾙ 

4 月 646 263 160 0 10 0 0 0 6 0 

5 月 885 281 128 21 1 0 2 0 0 0 

6 月 817 222 121 0 4 3 10 0 0 0 

7 月 910 285 132 4 0 0 8 4 6 0 

8 月 887 447 192 0 0 3 6 0 0 0 

9 月 642 241 235 2 0 0 0 0 6 0 

10 月 926 163 180 2 19 0 8 0 6 0 

11 月 863 328 160 6 0 3 4 0 0 0 

12 月 545 261 126 2 6 2 1 0 6 0 

1 月 783 377 227 5 10 2 6 0 6 0 

2 月 625 223 129 4 31 4 0 0 0 0 

3 月 486 245 140 8 3 2 3 0 13 0 

合 計 9,006 
34,171 

3,318 
12,047 

1,930 
285 54 84 19 48 4 49 0 

前年度
合 計 

9,901 
20,294 

5,118 
10,154 

1,410 
242 73 251 10 37 5 24 114 

月平均 751 
2,848 

277 
1,004 

161 
24 5 7 2 4 - 4 0 

前年比 
1.00 
1.68 

0.65 
1.19 

1.37 
1.18 

0.74 0.33 1.90 1.30 0.80 2.04 - 

（上下 2 段表示は，上段：購入・譲受，下段：自家繁殖） 
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【遺伝子研究施設】 

１． 平成 28 年度利用登録者数（受託解析を含む, 1 階感染動物室を除く） 
 利用研究室数 利用者数 
医薬保健研究域 医学系 19 64 
医薬保健研究域 薬学系 7 21 
医薬保健研究域 保健学系 8 21 
理工研究域 自然システム学系 11 22 
理工研究域 物質化学学系 3 4 
理工研究域 電子情報学系 1 1 
理工研究域 環境デザイン学系 2 3 
理工研究域 バイオ AFM 先端研究センターイメー
ジング部門 1 1 

人間社会研究域 1 1 
がん進展制御研究所 6 10 
子どものこころの発達研究センター 1 3 
環日本海環境研究センター 1 6 
学際科学実験センター 2 6 
新学術創成研究機構 3 5 
金沢医科大学 1 1 
京都大学 2 4 
京都府立医科大学 1 3 
京都府立大学 1 1 
名古屋大学 1 1 
名古屋市立大学 1 1 
株式会社フローラ 1 3 
京葉プラントエンジニアリング 1 1 
株式会社サーマス 1 1 

計 76 184 

利用登録実験責任者 
所属 実験責任者 

医薬保健研究域医学系 

仲田 浩規 
若江 亨祥 
多久和 陽 
三枝 理博 
田嶋 敦 
三邉 義雄 
西條 淸史 
出村 昌史 
木村 英晴 
石井 宏史 
飯島 将司 
小林 誠 
岩佐 和夫 
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所属 実験責任者 
藤永 由佳子 
藤原 浩 

 華山 力成 

医薬保健研究域薬学系 

石﨑 純子 
増尾 友佑 
小川 数馬 
佐々木 陽平 
田村 隆彦 
野中 さおり 
若杉 光生 

医薬保健研究域保健学系 

森下 英理子 
中谷 壽男 
岡本 成史 
北村 敬一郎 
尾崎 聡 
杉谷 加代 
川井 惠一 
大貝 和裕 

理工研究域自然システム学系 

山口 正晃 
程 肇 
金森 正明 
都野 展子 
木矢 剛智 
東 浩 
坂本 敏夫 
山田 敏弘 
小藤 累美子 
亀井 宏泰 
和田 直樹 

理工研究域物質化学系 片岡 邦重 
瀬尾 悌介 

理工研究域 電子情報学系 山田 洋一 
理工研究域 環境デザイン学系 池本 良子 
理工研究域 バイオ AFM 先端研究センターイメージング部門 田岡 東 
人間社会研究域 覺張 隆史 

がん進展制御研究所 

松本 邦夫  
佐藤 博 
後藤 典子 
平尾 敦 
善岡 克次 
Awad 
Shamma 

子どものこころの発達研究センター 横山 茂 

新学術創成研究機構 柘植 陽太 
羽澤 勝治 

環日本海環境研究センター 鈴木 信夫 
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所属 実験責任者 
学際科学実験センター 遺伝子改変動物分野 大黒 多希子 
学際科学実験センター トレーサー情報解析分野 北村 陽二 
金沢医科大学 清川 悦子 
京都府立医科大学 西川 太一朗 
京都府立大学 久保 康之 
名古屋大学 木村 真 
名古屋市立大学 志村 貴也 
株式会社フローラ 加藤 智朗 
京葉プラントエンジニアリング 井藤 俊行 
株式会社サーマス 宮本 浩邦 

 

２． 各受託解析の状況 
２−１ シークエンス受託解析 

担当者：森 美紀 

キャピラリーシーケンサーABI3130xl を用いて, シークエンスの受託解析を行なっている。利
用者から反応精製済みのサンプルを受領後, 本施設にてホルムアミドに溶解し, ABI3130xl を用
いて解析を行なっている。 

解析結果が好ましくない場合には, 利用者の波形データや反応条件等のチェックによるトラ
ブルシューティングを行なっている。 

解析サンプル数 

受託シークエンス 
  利用研究室数 利用者数 サンプル数 
医薬保健研究域医学系 3 4 371 
医薬保健研究域薬学系 3 3 120 
医薬保健研究域保健学系 4 4 633 
理工研究域自然システム学系 8 22 1,151 
理工研究域電子情報学系 1 1 284 
理工研究域物質化学系 2 3 496 
理工研究域環境デザイン学系 1 1 21 
環日本海環境研究センター 1 5 133 
学際科学実験センター遺伝子改変動物分野 1 1 50 

計 24 44 3,259  

２−２ 質量分析受託解析（タンパク質, ペプチド, 化合物同定） 

 担当者：西内 巧, 富樫 真紀 

質量分析計, 4800 plus MALDI TOF/TOF アナライザー（ABSciex）を用いて, タンパク質等
の同定を行なっている。 

利用者から調製タンパク質を受領後, 本施設の職員がトリプシンで消化・精製し, 質量分析計
で MS/MS 解析を行い, タンパク質を同定している。また, 翻訳後修飾の同定やペプチドーム解
析には nano-LC を組み合わせた LC-MALDI の解析を行っている。必要に応じて, タンパク質や
翻訳後修飾様式のデータベース化等の作成支援も行っている。また, 二次元電気泳動（DIGE）に
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よるタンパク質の網羅的な発現解析も受託を行っている。24 年度から iTRAQ を用いたプロテオ
ーム解析の受託解析も開始した。 

化合物同定は, 適切なマトリックスの選別, 条件検討を行った後に MS, MSMS 解析を行って
いる。 

受託解析に際し, 利用者と事前に打合せを行い, 必要に応じて実験デザインやサンプルの調製
法について指導を行なっている。また, 解析結果について利用者と共に考察しながら, 実験系の
改善に努めている。 

質量分析解析数 

解析内容 所属 解析数 

タンパク質同定 
（Nano-LC 含む） 

医薬保健研究域 医学系 3777 
医薬保健研究域 薬学系 2325 
医薬保健研究域保健学系 97 
理工研究域 バイオ AFM 先端研究センターイメージング部門 300 
人間社会研究域 91 
がん進展制御研究所 4129 
理工研究域 自然システム学系 491 
新学術創成研究機構 1378 
京都大学 695 
京都府立大学 1638 
京葉プラントエンジニアリング 4989 

化合物同定 
 (MS, MSMS) 

理工研究域 自然システム学系 469 
医薬保健研究域 薬学系 50 
株式会社フローラ 205 

質量分析利用研究室数 

所属 研究室 
医薬保健研究域 医学系 3 
医薬保健研究域 薬学系 3 
医薬保健研究域保健学系 1 
理工研究域 自然システム学系 4 
理工研究域 バイオ AFM 先端研究センターイメージング部門 1 
人間社会研究域 1 
がん進展制御研究所 1 
新学術創成研究機構 1 
京都大学 1 
京都府立大学 1 
京葉プラントエンジニアリング 1 
株式会社フローラ 1 
計 18 
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２−３ マイクロアレイ受託解析 

 担当者：堀家 慎一 

アジレント社のマイクロアレイを用いて, 同社のアレイスキャナー等の純正システムを用い
てデータを取得している。 

利用者から RNA サンプルおよび DNA サンプルを受領後, 本施設の教職員が TapeStation に
よる品質評価, ラベル化・ハイブリ・スキャンニングを行い, さらに解析ソフト（GeneSpring 等）
を用いたデータマイニングまで一貫した研究支援を行なっている。 

受託解析に際し, 利用者とアレイの実験デザインについて事前打合せを行い, 実験結果につい
ては解析ソフトを操作しながら, 利用者のニーズに応じたデータマイニングを行なっている。論
文化の際には, GEO へのデータベース登録の代行作業も行なっている。 

解析アレイ数 マイクロアレイ利用研究室数 

所属 アレイ数  所属 研究室 
医薬保健研究域医学系 36 医薬保健研究域医学系 5 
がん進展制御研究所 44 がん進展制御研究所 4 
学際科学実験センター 8 学際科学実験センター 1 
新学術創成研究機構 4 新学術創成研究機構 1 
金沢医科大学 8 金沢医科大学 1 
京都大学 16 京都大学 1 
京都府立医科大学 8 京都府立医科大学 1 
京都府立大学 72 京都府立大学 1 
名古屋大学 8 名古屋大学 1 
名古屋市立大学 8 名古屋市立大学 1 
株式会社サーマス 24 株式会社サーマス 1 

計 236 計 18 

２−4 バイオインフォマティクス解析 

 担当者：西山智明 

近年，様々な次世代シーケンサーが開発され大量データを比較的安価に生産する事が可能にな
っているが，これにより得られたデータをどう解析するか，また解析法に合わせてデータを取得
する事が重要になっている。バイオインフォマティクス解析支援として研究計画の策定からデー
タ解析までの相談を受けている。2016 年はメールの他３研究室のべ 21 回の訪問に対応した。 
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３． 施設利用者（受託解析の利用者を除く） 
ナノドロップ, 超遠心機, Typhoon9400, リアルタイム定量 PCR, Image Quaut LAS500,  
バイオアナライザー 

2-4 階利用者数 

部局 利用研究室数 利用者数 
医薬保健研究域 医学系 7 10 
医薬保健研究域 保健学系 2 3 
理工研究域 自然システム学系 2 2 
がん進展制御研究所 1 2 
株式会社フローラ 1 2 

計 13 19 

４． 1 階感染動物実験室登録利用者 

利用登録実験数 

  代表者数 課題数 利用者数 
医薬保健研究域 医学系 7 10 35 
医薬保健研究域 保健学系 1 1 6 

計 9 11 41 

利用登録実験責任者 

所属 実験責任者 

医薬保健研究域医学系 

山下 太郎 
浜口 毅 
所 正治 
加畑 多文 
畢 袖晴 
藤永 由佳子 
飯田 宗穂 
三枝 理博 

医薬保健研究域保健学系 岡本 成史 

1 階感染動物室のべ利用者数 2,482 人 

1 階感染動物実験室 動物匹総数 マウス 725 匹, ラット 0 匹 
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【アイソトープ総合研究施設・アイソトープ理工系研究施設】 

１．利用状況 

１−１ 平成 28 年度登録従事者人数 

アイソトープ総合研究施設 

  職員 
(研究員等含) 

大学院生 
研究生等 学域生 計 

医薬保健研究域医学系 (基礎) 29 5 1 35 
医薬保健研究域医学系 (臨床･病院) 90 38 10 138 
医薬保健研究域薬学系 23 29 26 78 
医薬保健研究域保健学系 29 14 22 65 
がん進展制御研究所 12 2 − 14 
新学術創成機構 4 − − 4 
学際科学実験センター 15 2 8 25 
脳・肝インターフェース 
メディシン研究センター 4 5 − 9 

子どものこころの発達研究センター 3 3 − 6 
理工研究域物質化学系 − − − − 
薬学類学生実習 − − 74 74 
保健学類放射線学生実習 − − 41 41 
保健学類検査学生実習 − − 43 43 

計 209 98 225 532 

アイソトープ理工系研究施設 

  職員 
(研究員等含) 

大学院生 
研究生等 学域生 計 

人間社会地域創造学類 − − 1 1 
理工学域数物科学類 − − 5 5 
理工学域物質化学類 − − 51 51 
理工学域自然システム学類 − − 8 8 
理工学域機械工学類 − − 1 1 
医薬保健学域薬学類 − − 13 13 
医薬保健学域創薬科学類 − − 8 8 
大学院自然科学研究科 − 52 − 52 
大学院医薬保健総合研究科 2 16 − 18 
人間社会研究域人間科学系 3 − − 3 
理工研究域数物科学系 7 − − 7 
理工研究域物質化学系 15 − − 15 
理工研究域自然システム学系 14 − − 14 
理工研究域環境デザイン学系 1 − − 1 
理工研究域機械工学系 3 − − 3 
理工研究域電子情報学系 1 − − 1 
医薬保健研究域薬学系 8 − − 8 
医薬保健研究域保健学系 1 − − 1 
環日本海域環境研究センター 11 − − 11 
がん進展制御研究所 4 − − 4 
国際基幹教育院 2 − − 2 
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  職員 
(研究員等含) 

大学院生 
研究生等 学域生 計 

学際科学実験センター 3 − − 3 
環境保全・埋蔵文化財調査センター 1 − − 1 
新学術創生研究機構 2 − − 2 

計 78 68 87 233 

１−２ 施設利用研究テーマ 

アイソトープ総合研究施設 

部局 講 座 等 研究申請者 研  究  題 目 

医薬
保健
研究
域 

医学
系 

組織細胞学 井関 尚一 マウスにおける遺伝子発現 

機能解剖学 堀 紀代美 末梢動脈疾患モデルラットにおける痛覚過敏のメカ
ニズムの解析 

神経解剖学 堀 修 小胞体ストレス関連遺伝子の機能解析 
血管分子生理学 岡本 安雄 心血管系における細胞内情報伝達機構の解析 
血管分子生物学
（生化学第二） 山本 靖彦 放射線アイソトープを用いた血管機能調節・障害，

神経機能，がん浸潤転移に関する研究 
細胞分子機能学 盛重 純一 肥満におけるスフィンゴシントリン酸の役割 
分子情報薬理学 小川 和宏 遺伝子発現の解析 

環境生体分子 
応答学 

西條 清史 部位特異的又はストレス応答情報伝達に関連した遺
伝子の解析 

谷井 秀治 野菜成分の生物活性 
再生分子医学 赤木 紀之 胚性幹細胞の自己複製制御機構の解析 

免疫炎学 河原 裕憲 遺伝子の免疫および神経免疫応答制御機構の解析 
教育研究支援 

センター 原田 真市 線虫をモデルとした光刺激と寿命・老化制御機構の
解明  

医薬
保健
研究
域 

医学
系 

附属
病院 

 

システム生物学
（旧第一内科） 薄井荘一郎 

マウスの肝化学発癌モデル 
Ｃ型肝炎ウィルスとアポトーシス 
Ｂ型肝炎ウィルスとアポトーシス，サイトカイン 
肝発癌におけるｐ53 の意義 
肝細胞癌に対する遺伝子治療の基礎的検討 
コラーゲン遺伝子の転写調節 
Ｃ型肝炎ウィルスのインターフェロン反応性 
初代培養肝細胞制御 
免疫担当細胞の遺伝子発現と機能の解明 
生活習慣病発症機序の解明 

腎病態統御学 
腎臓内科学 古市 賢吾 実験腎炎，各種炎症メディエーター発現の検討 

循環器病態 
内科学 

川尻 剛照 脂質代謝異常症のコレステロール引き抜き能に関す
る研究 

武田 仁勇 ミネラロコルチコイド高血圧症の成因に関する研究 
血液・呼吸器 

内科学 高松 博幸 自己免疫性造血障害における標的抗原の同定及び免
疫学機序の解析 

脳老化・神経 
病態学 

（神経内科学） 
岩佐 和夫 重症筋無力症における病態解明 

医薬
保健
研究
域 

精神行動科学 
橋本 隆紀 ヒト死後脳および遺伝子改変マウスを用いた統合失

調症の病態生理の研究 
戸田 重誠 ラット道具学習時における線条体神経可塑性誘導の

変化 
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部局 講 座 等 研究申請者 研  究  題 目 
医学
系 

附属
病院 

小児科学 杉本 直俊 マウス骨髄移植モデルにおける移植片対宿主病と移
植片対腫瘍効果 

皮膚分子病態学 濱口 儒人 膠原病患者の自己抗体（抗核抗体）の同定 

産婦人科学 髙倉 正博 婦人科腫瘍における癌幹細胞の同定とそれを標的と
した治療法の開発 

核医学 瀧 淳一 
虚血心筋，心不全における心筋生存性とリモデリン
グにおける核医学的評価に関する研究 
生体内嗅神経イメージングのトレーサー分子の評価 

泌尿器集学的 
治療学 小中 弘之 前立腺癌の再燃機序の解明 

臨床薬理動態学 嶋田 努 薬物動態の個人内および個人間変動要因の解明 

医薬
保健
研究
域 

保健
学系 

看護科学 向井加奈恵 いろんな条件下での皮膚創傷治癒過程で見られる現
象の解明 

検査技術科学 

杉谷 加代 硬骨魚類を使った骨代謝および再生研究 
尾崎 聡 癌細胞遊走の調節機構解明 
馬渡 一浩 生体試料中の微量成分の分析・定量 

關谷 暁子 リコンビナント蛋白をもちいた先天性凝固異常症の
病態解析 

稲津 明広 血清リポ蛋白の機能解析 
岡本 成史 放射性物質を利用した病原体イメージングの開発 

リハビリテーショ
ン科学 田中 正二 廃用性萎縮筋に対する機能回復に関する基礎的研究 

放射線技術科学 

川井 惠一 放射性医薬品の開発と評価 

澁谷 孝行 VECTor+/CT を用いた性能評価および画像処理技
術の最適化 

鷲山 幸信 各種 RI の医学・生物学への応用 

医薬
保健
研究
域 

薬学
系 

臨床分析学 小川 数馬 新規分子イメージングプローブ，内用放射線治療薬
剤の開発とその評価 

分子薬物治療学 加藤 将夫 生体内薬物挙動の分子機構と定量化に基づく薬物治
療の最適化 

遺伝情報制御学 若杉 光生 遺伝情報維持機構の分子メカニズムに関する解析 
生物有機化学 山田 耕平 ラベル化タンパク質の検出 

薬物動態学 中西 猛夫 薬物の体内動態に及ぼすトランスポーターの影響と
その評価・予測に関する研究 

臨床薬物情報学 
石﨑 純子 薬物の適正使用のための薬物体内動態に関する研究 

荒井 國三 癌性疼痛モデルラットにおけるモルヒネの PK-PD
パラメーターの決定 

新学術創成研究機構 
栄養・代謝研究ユニット 井上 啓 中枢神経インスリン作用の末梢臓器糖代謝調節にお

ける役割の解明 
脳・肝インターフェース 
メディシン研究センター 太田 嗣人 肝臓の糖質代謝に関する研究 

がん
進展
制御
研究
所 

腫瘍分子生物学 
研究分野 河野 晋 RB のエネルギー・代謝調節機能の解明 

免疫炎症制御 
研究分野 木下 健 細胞死と炎症の分子機構およびその制御に関する研

究 
遺伝子・染色体構

築研究分野 田所 優子 幹細胞の未分化性維持機構の解明 

腫瘍制御研究分野 源 利成 消化器がんと難治がんの腫瘍外科学および分子腫瘍
学的研究 

腫瘍動態制御 
研究分野 佐藤 拓輝 抗肝細胞増殖因子（HGF）に対する高親和性環状

ペプチドを用いた in vivo イメージング 
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部局 講 座 等 研究申請者 研  究  題 目 
子どものこころの発達 

研究センター 横山 茂 イオンチャンネル・神経伝達物資受容体等の遺伝子
クローニングと神経機能調節機構の解明 

学際
科学
実験
セン
ター 

遺伝子改変動物 
分野 大黒多希子 マウスモデルを用いた子宮機能の解析 

ゲノム機能解析 
分野 

西内 巧 植物の病害抵抗性遺伝子の機能解析 
堀家 慎一 ヒト染色体工学を用いた遺伝子発現制御機構の解析 

トレーサー情報 
解析分野 北村 陽二 施設の管理運営および新規放射性医薬品の開発 

アイソトープ理工系研究施設 

部局 講 座 等 研究申請者 研  究  題 目 
人間社会研
究域人間科

学系 
技術教育 佐々木敏彦 機械部品のＸ線残留応力測定に関する研究 

理工研究域
数物科学系 物理コース 

金子  浩 V3Si の低温 X 線回折 
藤下 豪司 Ｘ線・中性子線による固体物性の研究 
米徳 大輔 人工衛星搭載用観測装置の放射線耐性評価 

鎌田 啓一 大強度相対論的電子ビームを用いたテラヘルツ光
源の開発 

安藤 利得 相対論的電子ビームとプラズマの相互作用の研究 

理工研究域
物質化学系 

化学コース 

横山 明彦 

超重元素の核化学的研究及び福島由来の放射能汚
染の研究 
核反応を用いた天体内の同位体組成の進化 
TTA レジンの抽出特性の研究 
211Rn-211At ジェネレータの開発 
重イオン核反応による元素合成過程の研究 

佐藤  渉 放射性核種を用いた物性研究 
摂動角相関法による金属酸化物の局所場観察 

井村 久則 X 線吸収分光法による液液界面吸着分子の構造解
析 

林  宜仁 金属酸化物および硫化物分子の構造研究 
古館 英樹 二核鉄ベルオキソ錯体の酸化反応性の制御 
秋根 茂久 超分子メタロホストの構造解析 
片岡 邦重 天然ゴム生合成機構の解明 

応用化学 
コース 

長谷川 浩 自然水中における微量元素のスペシエーションと 
循環に関する研究 

當麻 哲也 有機薄膜太陽電池，ペロブスカイト太陽電池 

理工研究域
自然システ

ム学系 

生物学 
コース 

小藤累美子 陸上植物における進化メカニズムの解明 
坂本 敏夫 陸棲ラン藻の環境適応の分子機構 
金森 正明 生物の環境応答 

地球学 
コース 

奥野 正幸 Ｘ線回折法等による無機結晶及び非晶質物質の構
造科学的研究 

濵田 麻希 Sr-メリライトの 8 配位におけるイオン置換と構造
変化の関係 

遠藤 徳孝 四国西南部の河川系における下刻速度 
平松 良浩 蛇紋石中の Fe の酸化状態の定量的解析 

物質循環 
工学コース 

畝山多加志 熱可塑性ポリアミド系エラストマーの構造解析に
よる力学物性の最適化検討 

高橋 憲司 重粒子線によるナノ構造体の形成 
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部局 講 座 等 研究申請者 研  究  題 目 
理工研究域
環境デザイ

ン学系 
環境工学 大橋 政司 アクチノイド化合物強磁性体の磁気体積効果 

理工研究域
機械工学系 

人間機械 
コース 

石川 和宏 Nb-TiNi 水素透過合金および LPSO 型 Mg 合金の
高温高圧水素中での構造変化 

國峯 崇裕 X 線による金属材料の構造解析 
理工研究域
電子情報学

系 
情報システ
ムコース 尾崎 光紀 プラズマ波動観測装置の耐放射線特性向上に関す

る基礎研究 

医薬保健研
究域薬学系 

薬物動態学 玉井 郁巳 

トランスポーターを介した尿酸の体内動態解析 
薬物の体内および細胞内分布におけるトランスポ
ーターの役割 
トランスポーターを標的とした新しいガン治療法
の開発 
薬物の消化管吸収および相互作用評価法の提唱 

生体防御 
応答学 中西 義信 アポトーシス細胞貪食時における食細胞遺伝子発

現誘導機構の解明 
分子薬物 
治療学 加藤 将夫 生体内薬物挙動の分子機構と定量化に基づく薬物

治療の最適化 
医薬保健研
究域保健学

系 
量子医療 
技術学 鷲山 幸信 211Rn / 211At ジェネレータの開発 

医薬保健 
総合研究科 

環境健康 
科学 太田 富久 放射性 Cs の除去方法の研究 

国際基幹 
教育院 運動生化学 北浦   孝 薬物投与による筋肉タンパク質の変化の解析 

骨に及ぼすドーピング規制薬物の影響 

がん進展制
御研究所 

免疫炎症 
制御 須田 貴司 細胞死と炎症の分子機構及びその制御に関する研

究 
中央実験 

施設 
久野 耕嗣 ADAMTS ファミリー遺伝子群の機能解析 
黒木 和之 ヒトＢ型肝炎ウイルスの感染機構 

環日本海域
環境研究 
センター 

低レベル 
放射能実験 

施設 

長尾 誠也 沿岸域海底土に対する放射性セシウムの吸脱着反
応と吸着媒体の解明 

浜島 靖典 低レベル放射能測定 

自然計測 
部門 

長谷部徳子 放射年代測定による地球表層環境の研究 

福士 圭介 
土壌中の放射性 Cs の溶出特性 
土壌を構成する鉱物に吸着した微量元素の存在状
態 

臨海実験 
施設 鈴木 信雄 インドール化合物の放射線防御に関する研究 

学際科学実
験センター 放射化学 上杉 正樹 Pu 含有試料の存在状態に適した濃縮方法と溶解方

法の検討（核燃料物質関係） 
環境保全 
センター 

埋文 
グループ 佐々木花江 蛍光 X 線分析法等による埋蔵文化財の分析 
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１−３ 放射性同位元素受入・使用・保管・廃棄状況 

アイソトープ総合研究施設 

使用・保管量 

核 種 期首在庫量* 受入量 払出量 期末在庫量** 単位 
In-111 0.0 592.0 592.0 0.0 MBq 
I-123 0.0 4144.0 4144.0 0.0 MBq 
I-125 127.5 2553.9 2509.2 172.2 MBq 

Cs-137 12.3 0.0 5.3 7.0 MBq 
C-14 135.4 2.6 114.5 23.5 MBq 

Tl-201 0.0 592.0 592.0 0.0 MBq 
Ra-223 0.0 10.0 10.0 0.0 kBq 
Ac-225 0.0 300.0 300.0 0.0 kBq 
Ac-227 12.4 0.0 0.4 12.0 kBq 
Np-237 5.2 0.0 0.0 5.2 kBq 
Am-241 904.5 0.0 1.5 903.0 kBq 

H-3 377.0 186.9 211.4 352.5 MBq 
P-32 0.0 268.3 268.3 0.0 MBq 
S-35 127.1 888.0 821.6 193.5 MBq 

Cr-51 12.4 925.0 705.1 232.3 MBq 
Ga-67 0.0 962.0 962.0 0.0 MBq 
Ge-68 63.1 0.0 38.6 24.5 MBq 
Mo-99 169.6 27750.0 27917.1 2.5 MBq 

Ｔc-99m 0.0 1343.1 1343.1 0.0 MBq 
F-18 0.0 1350.5 1350.5 0.0 MBq 
Br-77 0.0 133.0 133.0 0.0 MBq 
Sr-85 766.4 0.0 750.9 15.5 kBq 

* 平成 28 年 4 月 1 日現在の数量 
** 平成 29 年 3 月 31 日現在の数量 

ＲＩ廃棄物引渡し量（平成 28 年 6 月 9 日引渡し） 

  

廃棄物の種類 容量・規格 引渡し量 
動物 50L・ドラム缶 2 本 

無機液体 25L・ドラム缶入りポリビン 10 本 
可燃物 50L・ドラム缶 6 本 
難燃物 50L・ドラム缶 37 本 
不燃物 50L・ドラム缶 2 本 

有機液体 25L・ドラム缶入りステンレス容器 8 本 
非圧縮性不燃物 50L・ドラム缶 0 本 

焼却型へパフィルタ 0 L 
焼却型プレフィルタ 0 L 
通常型へパフィルタ 0 L 
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アイソトープ理工系研究施設 

使用・保管量 

核種 期首在庫量* 受入量 払出量 期末在庫量** 単位 
Ag-110m 0.205 0.000 0.130  0.075 kBq 

In-111 6,478.422 592,000.000  574,133.374  24,345.048 kBq 
Sb-124 0.000 60.000  45.184  14.816 kBq 
Ba-133 9.277 0.000 0.879  8.398 kBq 
Cs-137 6,637.238 0.000 300.489  6,336.749 kBq 
Pm-143 0.166 0.000 0.102  0.064 kBq 

C-14 254,416.015 1,850.000  5,326.386  250,939.629 kBq 
Eu-152 2,338.532 0.000 119.412  2,219.120 kBq 
Eu-154 8,144.203 0.000 636.626  7,507.577 kBq 
Hf-175 66.270 0.000 64.656  1.614 kBq 
Tl-204 436.880 0.000 73.194  363.686 kBq 
Bi-207 124.485 0.000 2.700  121.785 kBq 
Po-209 34.070 0.000 0.230  33.840 kBq 
At-210 0.000 12.000  12.000  0.000 kBq 
Pb-210 88.710 0.000 2.731  85.979 kBq 
Po-210 436.307 0.000 366.048  70.259 kBq 
At-211 0.000 2,400.000  2,400.000  0.000 kBq 
Rn-211 0.000 12.000  12.000  0.000 kBq 
Ra-226 9.942 0.000 0.005  9.937 kBq 
Ac-227 193.417 0.000 6.049  187.368 kBq 
Ra-228 269.635 0.000 30.468  239.167 kBq 
Na-22 4,110.979 0.000 960.246  3,150.733 kBq 
Pa-231 1,912.065 0.000 0.041  1,912.024 kBq 
Np-237 1,945.714 0.000 0.001  1,945.713 kBq 
Am-241 1,900.843 0.000 4.038  1,896.805 kBq 
Am-243 19.957 0.000 0.002  19.955 kBq 
Cf-252 0.020 0.000 0.005  0.015 kBq 
P-32 4,606.226 74,000.000  78,589.059  17.167 kBq 
S-35 6,613.350  0.000  6,613.350  0.000  kBq 
Cl-36 739.961 0.000 0.002  739.959 kBq 
H-3 660,177.048 59,200.000  60,841.911  658,535.137 kBq 
h-t 37,722,433.066 0.000 2,055,753.562  35,666,679.504 kBq 

Ca-45 433.841 0.000 339.952  93.889 kBq 
Fe-55 222,210.146 0.000 63,447.329  158,762.817 kBq 
Co-56 0.085 0.000 0.082  0.003 kBq 
Co-57 21,100.922 74,000.000  42,861.036  52,239.886 kBq 
Co-60 107.541 0.000 13.226  94.315 kBq 
Zn-65 0.005 0.000 0.003  0.002 kBq 
Kr-85 2,066.396 0.000 129.370  1,937.026 kBq 
Sr-85 0.024 0.000 0.024  0.000 kBq 
Y-88 6.443 0.000 5.841  0.602 kBq 
Zr-88 256.879 0.000 245.708  11.171 kBq 
Sr-89 0.752 0.000 0.747  0.005 kBq 
Sr-90 373.825 0.000 45.272  328.553 kBq 
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* 平成 28 年 4 月１日現在の数量 
** 平成 29 年 3 月 31 日現在の数量 

ＲＩ廃棄物引渡し量（平成 28 年 6 月 9 日引渡し） 

廃棄物の種類 容量・規格 引渡し量 
無機液体 25 L・ドラム缶 3 本 
可燃物 50 L・ドラム缶 7 本 
難燃物 50 L・ドラム缶 30 本 
不燃物 50 L・ドラム缶 1 本 

非圧縮性不燃物 50 L・ドラム缶 0 本 
焼却型プレフィルタ 167 L 

２．教育活動 
２−１ 新規登録者安全講習会 

アイソトープ総合研究施設 

実施日 実施場所 備考 
平成 28 年 

4 月 7 日(木) アイソトープ総合研究施設会議室   

5 月 2 日(月) 自然科学 1 号館 1 階薬学プレゼンテーション室 薬学類・創薬科学類 3 年 
5 月 20 日(金) アイソトープ総合研究施設会議室 外国人留学生 
5 月 24 日(火) アイソトープ総合研究施設会議室   
5 月 25 日(水) アイソトープ総合研究施設会議室   
5 月 26 日(木) アイソトープ総合研究施設会議室   
5 月 27 日(金) アイソトープ総合研究施設会議室   
6 月 17 日(金) アイソトープ総合研究施設会議室   

9 月 2 日(金) アイソトープ総合研究施設会議室   
9 月 14 日(水) アイソトープ総合研究施設会議室 トレーニングコース 

9 月 30 日(金) アイソトープ総合研究施設会議室 保健放射線技術専攻 3 年
生 

11 月 14 日(月) アイソトープ総合研究施設会議室   
12 月 5 日(月) アイソトープ総合研究施設会議室 保健検査技術専攻 3 年生 

平成 29 年 
2 月 1 日(水) アイソトープ総合研究施設会議室   

アイソトープ理工系研究施設 

実施日 実施場所 備考 
平成 28 年 

3 月 25 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   

4 月 26 日(火) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
5 月 20 日(金) 自然科学研究科講義棟 103 号室 講習の内容が違う 
5 月 20 日(金) 自然科学研究科講義棟 103 号室 講習の内容が違う 
5 月 20 日(金) 

6 月 1 日(水) 
自然科学研究科講義棟 103 号室 
及び アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   

6 月 30 日(木) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
9 月 7 日(水) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   

9 月 14 日(水) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
9 月 23 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
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実施日 実施場所 備考 
10 月 13 日(木) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   

平成 29 年 
3 月 3 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   

２−２ 継続登録者(再登録者)安全講習会 

アイソトープ総合研究施設 

実施日 実施場所 備考 
平成 28 年 

5 月 2 日(月) 自然科学 1 号館 1 階薬学プレゼンテーション室   

5 月 17 日(火) 十全講堂   
5 月 18 日(水) アイソトープ総合研究施設会議室   
5 月 19 日(木) アイソトープ総合研究施設会議室   
5 月 20 日(金) アイソトープ総合研究施設会議室   
5 月 23 日(月) アイソトープ総合研究施設会議室   
6 月 17 日(金) アイソトープ総合研究施設会議室   

9 月 2 日(金) アイソトープ総合研究施設会議室   
10 月 11 日(火) アイソトープ総合研究施設会議室   

平成 29 年 
1 月 11 日(水) アイソトープ総合研究施設会議室   

アイソトープ理工系研究施設 

実施日 実施場所 備考 
平成 28 年 

4 月 26 日(火) 自然科学大講義棟レクチャーホール   

5 月 6 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
5 月 10 日(火) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
5 月 11 日(水) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
5 月 12 日(木) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
5 月 13 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
5 月 16 日(月) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
5 月 17 日(火) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
5 月 19 日(木) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
5 月 20 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室 講習の内容が違う 
5 月 20 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室 講習の内容が違う 
5 月 24 日(火) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
5 月 25 日(水) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
5 月 26 日(木) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
5 月 30 日(月) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
5 月 31 日(火) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   

7 月 4 日(月) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   
7 月 6 日(水) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   

9 月 15 日(木) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室 講習の内容が違う 
9 月 15 日(木) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室 講習の内容が違う 
9 月 23 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   

10 月 19 日(水) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室 講習の内容が違う 
10 月 19 日(水) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室 講習の内容が違う 
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実施日 実施場所 備考 
平成 29 年 

2 月 27 日(月) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室   

２−３ RI 安全取扱基礎講習 

アイソトープ総合研究施設 

実施日 実施場所 備考 
平成 28 年 

5 月 24 日(火) アイソトープ総合研究施設 会議室，実習室   

5 月 25 日(水) アイソトープ総合研究施設 会議室，実習室   
5 月 26 日(木) アイソトープ総合研究施設 会議室，実習室   
5 月 27 日(金) アイソトープ総合研究施設 会議室，実習室   

アイソトープ理工系研究施設 

実施日 実施場所 備考 
平成 28 年 

5 月 26 日(木) アイソトープ理工系研究施設  

5 月 30 日(月) アイソトープ理工系研究施設  
5 月 31 日(火) アイソトープ理工系研究施設  

6 月 7 日(火) アイソトープ理工系研究施設  
6 月 14 日(火) アイソトープ理工系研究施設  
7 月 21 日(木) アイソトープ理工系研究施設  
7 月 22 日(金) アイソトープ理工系研究施設  
9 月 14 日(水) アイソトープ理工系研究施設  
9 月 23 日(金) アイソトープ理工系研究施設  

平成 29 年 
3 月 3 日(金) アイソトープ理工系研究施設  

２−４ 学域学生 RI 実習 

実施日 学域・学類（コース）学年 実施場所 

平成 28 年 5 月 6 日(金) 
～5 月 13 日(水) 

医薬保健学域薬学類 
 創薬科学類 3 年 アイソトープ総合研究施設 実習室 

10 月 3 日(月) 
～12 月 2 日(金) 

医薬保健学域保健学類 
 放射線技術科学専攻 3 年 アイソトープ総合研究施設 実習室 

12 月 5 日(月) 
～12 月 19 日(月) 

医薬保健学域保健学類 
 検査技術科学専攻 3 年 アイソトープ総合研究施設 実習室 

２−５ 核燃料物質取扱者講習会 

アイソトープ理工系研究施設 

実施日 実施場所 備考 
平成 28 年 4 月 26 日(火) 自然科学大講義棟レクチャーホール  

5 月 12 日(木) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
5 月 20 日(金) アイソトープ理工系研究施設 文献資料室  
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２−６ 教育研究用エックス線安全取扱講習会 

実施日 実施場所 備考 
平成 28 年 7 月 15 日(金) アイソトープ総合研究施設 会議室  

9 月 30 日(金) アイソトープ総合研究施設 会議室  

３．全学的安全管理 

３−１ 放射性同位元素委員会 

平成 28 年 6 月 3 日(金) 第 128 回放射性同位元素委員会 
平成 28 年 6 月 15 日(水)～20 日(月) 第 129 回放射性同位元素委員会（書面附議） 
平成 28 年 8 月 8 日(月) 第 130 回放射性同位元素委員会 
平成 29 年 1 月 31 日(火) 第 131 回放射性同位元素委員会 

３−２ 放射線施設定期立入調査 

平成 29 年 2 月 24 日(金) 学際科学実験センター アイソトープ総合研究施設 
 医薬保健研究域保健学系 
平成 29 年 2 月 27 日(月) 附属病院（金沢先進医学センター含む） 
平成 29 年 3 月 8 日(水) 学際科学実験センター アイソトープ理工系研究施設 
 環日本海域環境研究センター 低レベル放射能実験施設 

３−３ 核燃料物質・国際規制物資保有状況調査 

平成 28 年 6 月 16 日(木) ～ 6 月 17 日(金) 及び 平成 28 年 11 月 29 日(火) 
学際科学実験センター アイソトープ理工系研究施設，環日本海域環境研究センター低レベ
ル放射能実験施設，理工研究域自然システム学系，理工研究域環境デザイン学系，医薬保
健研究域医学系，医薬保健研究域保健学系，附属病院 
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【機器分析研究施設】 
１．平成２８年度利用状況 

機 器 名 機 種 名 使用時間／件数 利用者数 
有機微量元素分析装置 ジェイ・サイエンス・ラボ JM10 233 時間／466 件 63 名 
二重収束質量分析装置(EI & FAB) 日本電子 JMS−700(2) 291 時間／589 件 48 名 
質量分析装置(DART & ESI, TOF) 日本電子 JMS−T100TD 874 時間／2269 件 92 名 
誘導結合プラズマ質量分析装置 セイコー電子 SPQ9000 型 60 時間／47 件 8 名 

ガスクロマトグラフ／質量分析計 ヒューレットパッカード 
HP-5973 598 時間/708 件 2 名 

核磁気共鳴装置 日本電子 JNM-ECA600 2989 時間／7417 件 135 名 
核磁気共鳴装置 日本電子 JNM-ECS400 3642 時間／16159 件 176 名 
試料構造評価装置 リガク SmartLab 194 時間／97 件 24 名 
単結晶自動Ｘ線回析装置 理学電気 AFC-7S 1306 時間／13 件 5 名 
自動Ｘ線回析装置 理学電気 RINT-2200 2652 時間／143 件 17 名 
電子プローブマイクロアナライザー 日本電子 JXA-8800R 4488 時間／187 件 25 名 
電子線マイクロアナライザー 日本電子 JSM-7100M 707 時間／230 件 110 名 
走査型トンネル顕微鏡 日本電子 JSTM-4200D 6 時間／2 件 1 名 
粘弾性特性測定装置 オリエンテック DDV−01FP 0 時間／0 件 0 名 
円二色性分散計 日本分光 J-820 70 時間／30 件 9 名 

２．主要活動報告 

平成28年7月20日 NOE 測定法および縦緩和時間 T1算出法講習会開催（３名受講） 
平成28年7月21日 NOE 測定法および縦緩和時間 T1算出法講習会開催（５名受講） 
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学際科学実験センター利用業績一覧 
（2016 年 1 月〜12 月） 

医薬保健研究域・医学系 
1. Abouzed TK, Munesue S, Harashima A, Masuo Y, Kato Y, Kahilo K, Yamamoto H, Yamamoto Y. Preventive effect 

of salicylate and pyridoxamine on diabetic nephropathy. J Diabetes Res. 2016; 2016:1786789. 

2. Ang CC, Anyanwu C, Robinson E, Okawa J, Fujimoto M, Hamaguchi Y, Werth VP. Clinical signs associated with 
an increased risk of interstitial lung disease: a retrospective study of 101 patients with dermatomyositis. Br J 
Dermatol. 2016, 176: 231-233. 

3. Chikamoto K, Misu H, Takayama H, Kikuchi A, Ishii KA, Lan F, Takata N, Tajima-Shirasaki N, Takeshita Y, 
Tsugane H, Kaneko S, Matsugo S, Takamura T. Rapid response of the steatosis-sensing hepatokine LECT2 during 
diet-induced weight cycling in mice. Biochem Biophys Res Commun. 2016 Sep 23;478(3):1310-6. 

4. Fujimoto N, Hamaguchi Y, Tanaka T. Vitiligo-like depigmentation with perifollicular pigment retention in systemic 
sclerosis treated successfully with suplatast tosilate. Eur J Dermatol. 2016, 26: 110-112. 

5. Fujimoto N, Honda S, Wakabayashi M, Hamaguchi Y, Fujimoto M, Tanaka T. Anti-MDA-5 antibody-positive 
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